
奉
納

し
た
石
碑
が
あ
る
。

こ
こ
か
ら

「
台
原
」
を
過
ぎ

「
琶
琶

の
頸
」
を
登
る
。

こ

こ
に
見
え
る

「
台
原
」
「
琵
琶

の
頸
」
も
現
地
に
地
名
が
残

っ
て
い
る
。
そ
し
て
高
瀬

川
を
遡

り
「
黒
岩
」
に
憩

い
、

こ
こ
で
行
厨
を
開

い
た
。

こ
こ
か
ら
さ
ら

に
「
龍
塞
」

と
云
う
所
に
至
り
、
「

一
長
松

の
下
」
で
再
び
酒
肴
を
開

い
た
。
さ
ら

に
「
銭
花
渓

」

に
沿

っ
て
西

へ
歩
く
。

こ
の
「
銭
花
」
は
今
も
銭
花

の
集
落
が
あ
り
、
風
光
明
媚
な

と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
銭
花

か
ら
川
に
沿

っ
て
下
り
石
井
に
出
て
「
石
井
大
明
神
（
石

井
神
社
）
」

の
嗣
に
着
く
。

こ
の
時

の
遊
山
で
は
、
往
路
、
垂
水

の
渡
し
で
三
隈
川
を
渡
り
、
帰
り
は
石
井
神
社

か
ら
三
隈
川

に
か
か
る
石
井
橋
を
渡
り
、
お
そ
ら
く
日
隈
神
社

の
前
を
と

お
り
亀
山

公
園

の
麓
を
通

っ
て
庄
手
川
を
わ
た
り
、
成
宜
園

に
帰

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
、

都
合
三
度
も
渡
河
し
て
い
る
。

こ
の
時

の
遊
山
は
、
地
図
上

で
お
よ
そ
の
行
程
を
復
元

す

る
と

、
お

よ
そ

一
六

キ

ロ
、

四
里

の
行
程

で
あ

る
。

こ

の
間
、

二
度

の

「
行
厨

」
を

開
い
て
い
る
か
ら
、
朝
、
成
宜
園
を
発

っ
て
帰
塾
す

る
ま
で

一
日
が
か
り
の
遊
山
で
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
行
程
は
風
光
明
媚
で
知
ら
れ
る
日
田
で
も
屈
指
の
道
行
き
と

い
え
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
行
き
帰
り
に
は
、

一
行
は
豆
田
と
隈

の
町
筋
を
通

っ
た
は

ず
で
あ
る
。

日
田
の
町
人
が
敬
愛
し
て
や
ま
な
い
成
宜
園

の
師
弟
が
四
十
人
、
列
を
な

し
て
通
り
過
ぎ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
軒
端
に
出

て
見
送

る
町

の
人

々
の
姿

も
目

に
浮

か
ぶ

よ
う

で

あ
る
。

釜
淵
（
図
1
・
43
）

高
瀬
・

石
井
地
区
に
は
淡
窓
師
弟
が
よ
く
訪
れ

た

と

こ
ろ

が
多

い
が
、

そ

の
ひ
と

つ
が
高
瀬

の
釜

淵
－
鬼
城
観
音
1
普
門
寺

を
め
ぐ
る
行
程

で
あ

る
。・

文
政
二
年

（

一
八

一
九
）

四
月
朔

日
。

伯

父

二
陪

シ
テ
隈
川

ノ
南

二
遊

フ
。
館
林
清
記
、
導

ヲ
ナ
セ
リ
。
諸
生
従
行

淵釜

ス
ル
者
、
益
多
、
春
育
ナ
リ
。
外

二
四
旦

巾
ノ
渡
辺
宗
三
郎
卜
云
ウ
者
、
同
行
セ

リ
。
是

ハ
伯
父
俳
譜
ノ
弟

子
ナ
リ
。
釜
淵
ヲ
看

テ
鬼
城

干
上
り
観
音
庵

二
息
ウ
テ

行
厨

ヲ
開
ケ

リ
。
予
、

時

二
鬼

城

二
題

ス
ル
詩

ア
リ
。

日
ク

松
痩
石
多
苔
。

梵
城
何
代
開
。

洞
門
雲
不
鎖
。

山
鬼
夜
深
来
。

ソ

レ
ヨ
リ
普
門

寺

二
至

ル
。
（
略
）

終

二
上

野

村

二
至

り
古

井

ヲ
見
タ

リ
。

二

ツ

ア
リ
。
（
略
）
護

願
寺

二
至

り
再

ヒ
行

厨

ヲ
開

キ
、
暮

二
及

ン
テ
帰

レ
リ
。

・

天
保
二
年

（

一
八
三

一
）

八
月

二
十
九

日
。
合

原
善

三
郎

力
家

ヨ
リ
、

塾

生

ヲ
饗

ス

ル

ニ
因
リ

テ
野
遊

ヲ
催

セ
リ
。
謙
吉
、
塾
生
三
十
余
人
ヲ
率
ヒ
テ
行
ク
。
予
、
仲
平
、
成
策
卜
亦
同
行

ス
。

隈
川

ヲ
渡

り
釜
淵

二
至
り

、
鬼

城

ヲ
訪

イ
、
夫

ヨ
リ
山

二
登

り
、
金

毘
羅

ノ
桐

ニ

イ

コ
ヒ
行
厨

ヲ
開
ケ
リ
。
此
嗣
、
従
来
至
ラ
サ

ル
所
ナ
リ
。
境
極
メ
テ
幽
寂
。
タ

ダ
地
面
狭
ク
シ
テ
多

人
ヲ
容

ル
ニ
便
ナ
ラ
ツ
。
予
、
仲
平
、
大
栄
、
淳
卜
諸
人

二

先

ツ
テ
帰

レ
リ
。

・

天
保
四
年

（

一
八
三
三
）

三
月
六

日
。

塾
生

山

二
遊

フ
。
先
考

。
妻

。

謙
吉

モ
同

シ
ク
行

ケ
リ
。

予

ハ
家

ヲ

守

レ
リ
。
晩

二
及
ン
テ
妻
帰
り
来
タ
リ
。
先
考
、
鬼
城
観
言
庵

二
通
夜
シ
玉
フ
由

ヲ
伝

ヘ
タ
リ
。
乃
人
ヲ
遣

シ
テ
行
厨

ヲ
贈

レ
リ
。
謙
吉
及
塾
生
数
輩
。
留
ツ
テ
傍

二
侍

セ
リ
。

七

日

二
至

ツ
テ
帰
宅

シ
玉

ヘ
リ
。

な
ど
と
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
場
合
も
竹
田
村

の
垂
水
渡

し
で
隈
川
を
渡

り
高
瀬
川
に
出
る
。
こ
こ
に
ま
ず
景
勝
地

「
釜
淵
」
が
あ
る
。

こ
こ
か
ら
南
に
す
ぐ
の

と
こ
ろ
、
坂
道
を
の
ぼ
る
と
鬼
城
観
音
庵

で
あ
る
。

釜
淵
は
琴
平
公
民
館

の
裏
、
高
瀬
川
に
か
か
る
鰐
淵
橋
か
ら
下
流

に
あ
る
。
そ
の
風

景
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
浮
世
絵
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
二
代
歌
川
広
重
が

文
久
元
年
（

一
八
六

一
）
に
、『
諸
国
名
所
百
景
』

の

一
つ
と
し
て
「
豊
後
日
田
釜
淵
」

と
題
し
描

い
て
い
る
。
広
重
は
翌
年

の
文
久
二
年
三
月
に
も
『
諸
国
六
十
八
景
』
に
、

同
じ
く
「
豊
後

日
田
釜
淵
」
と
題
し
て
浮
世
絵
を
描

い
て
い
る
。
森
山
敬

一
郎
氏
に
よ

れ
ば
、
こ
れ
ら
の
絵
は
絵
師
・
淵
上
旭
江
が
、
そ
の
画
集
『
山
水
奇
観
』

の
「
西
海
奇
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